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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 31,942 9.2 192 ― 252 ― △164 ―
24年3月期第3四半期 29,243 △29.6 △318 ― △664 ― △1,085 ―

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 313百万円 （―％） 24年3月期第3四半期 △1,712百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 △1.92 ―
24年3月期第3四半期 △12.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第3四半期 35,412 10,662 26.4
24年3月期 35,342 11,451 27.9
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  9,338百万円 24年3月期  9,868百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
25年3月期 ― 0.00 ―
25年3月期（予想） 3.00 3.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
連結業績予想の修正については、本日（平成25年２月８日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 44,000 13.9 400 ― 400 ― 300 ― 3.52



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料２ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご
覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 92,500,996 株 24年3月期 92,500,996 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 8,496,139 株 24年3月期 3,803,797 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 85,777,385 株 24年3月期3Q 88,714,925 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間の世界経済は、欧州財政問題の長期化と中国など新興国における経済成長率の鈍化を

主因に減速基調で推移し、わが国におきましても、海外経済の減速やエコカー補助金の終了等を背景に輸出と個人

消費が減少し、景気は後退基調となりました。 

 そのような環境下、エレクトロニクス市場におきましては、スマートフォンやタブレットＰＣなど携帯情報端末

の需要は増加しましたが、薄型テレビやパソコンの需要低迷が続き、全般的には低調に推移しました。 

 こうした状況のなかで、当社グループは、携帯情報端末向けにモジュール製品の本格量産を行い、引続き全般的

なコストの削減に努めました。その結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高31,942百万円（前年同

期比＋9.2％）、営業利益192百万円（前年同期は営業損失318百万円）、経常利益252百万円（前年同期は経常損失

664百万円）となりました。 

 また、特別損益として、タイ洪水被害の保険金確定に伴う保険差益481百万円、投資有価証券評価損344百万円、

中国生産子会社と天津市当局との移転補償契約に基づく受取補償金194百万円及び移転費用49百万円、金型事業に

おける一部事業所の閉鎖決定に伴う関係会社事業損失169百万円の計上などから、四半期純損失は、164百万円（前

年同期は四半期純損失1,085百万円）となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①電子部品 

 電子部品は、携帯情報端末向けにモジュール製品が増加したことを主因に、売上高28,044百万円（前年同期比＋

9.7％）、営業利益846百万円（前年同期比＋117.4％）となりました。 

②金型・機械設備 

 金型・機械設備は、新規モデル向けの金型需要が停滞し、売上高809百万円（前年同期比△18.4％）、営業損失8

百万円（前年同期は営業損失5百万円）となりました。 

 このような状況から、平成24年12月25日当社取締役会で、金型の製造販売を行っております国内の子会社におき

まして、一部の事業所の閉鎖を主とする収益構造の改善施策を決定いたしました。 

③その他 

 その他は、商品仕入及び不動産業等にかかる事業であり、売上高3,276百万円（前年同期比＋8.1％）、営業利益

94百万円（前年同期比＋226.7％）となりました。 
  
（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、受取手形及び売掛金の増加などか

ら、70百万円の増加となりました。 

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金を主体に、

859百万円増加しました。 

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 789百万円の減少となりました。

 株主資本は、四半期純損失164百万円、配当金の支払い266百万円の他、自己株式（△表示）がToSTNeT-3による

取得を主因に427百万円増加したことなどから、851百万円減少し、その他の包括利益累計額は、その他有価証券評

価差額金と為替換算調整勘定の増加を主因に322百万円増加しました。 

 また、少数株主持分は連結子会社の完全子会社化を主因に259百万円減少しました。 
  
（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年11月９日に公表いたしました平成25年３月期通期の連結業績予想を修正いたしました。 

 当該予想数値の修正に関する事項は、本日（平成25年２月８日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご参照ください。 

 なお、業績予想につきましては、現時点で入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく

異なる可能性があります。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 
  
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。また、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
  
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,815 5,411

受取手形及び売掛金 7,286 7,817

商品及び製品 2,124 1,673

仕掛品 2,715 2,803

原材料及び貯蔵品 1,194 1,164

繰延税金資産 412 384

損害保険未決算 502 －

その他 1,186 874

貸倒引当金 △10 △5

流動資産合計 20,226 20,124

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,057 3,156

機械装置及び運搬具（純額） 3,987 4,568

土地 3,161 3,137

その他（純額） 634 649

有形固定資産合計 10,840 11,512

無形固定資産 428 418

投資その他の資産   

投資有価証券 1,419 1,207

繰延税金資産 1,763 1,474

その他 1,120 1,128

貸倒引当金 △456 △452

投資その他の資産合計 3,847 3,357

固定資産合計 15,115 15,287

資産合計 35,342 35,412



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,771 8,379

短期借入金 4,738 4,670

未払法人税等 159 131

賞与引当金 221 105

関係会社事業損失引当金 － 169

その他 1,340 1,200

流動負債合計 14,230 14,658

固定負債   

長期借入金 4,924 5,265

再評価に係る繰延税金負債 389 386

退職給付引当金 3,517 3,718

その他 828 720

固定負債合計 9,660 10,091

負債合計 23,890 24,750

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,200 5,200

資本剰余金 5,626 5,360

利益剰余金 353 195

自己株式 △688 △1,115

株主資本合計 10,491 9,639

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △153 33

繰延ヘッジ損益 △12 △7

土地再評価差額金 650 643

為替換算調整勘定 △1,107 △970

その他の包括利益累計額合計 △622 △300

少数株主持分 1,583 1,323

純資産合計 11,451 10,662

負債純資産合計 35,342 35,412



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 29,243 31,942

売上原価 26,194 28,164

売上総利益 3,049 3,778

販売費及び一般管理費 3,367 3,585

営業利益又は営業損失（△） △318 192

営業外収益   

受取利息 44 31

受取配当金 22 20

雇用調整助成金 54 58

為替差益 － 217

その他 74 81

営業外収益合計 195 409

営業外費用   

支払利息 152 115

為替差損 103 －

出向者経費 119 15

休業費用 71 89

その他 95 129

営業外費用合計 541 349

経常利益又は経常損失（△） △664 252

特別利益   

固定資産売却益 33 11

負ののれん発生益 2 0

保険差益 － 481

受取補償金 － 194

その他 8 16

特別利益合計 44 704

特別損失   

固定資産売却損 5 4

減損損失 15 6

固定資産除却損 24 16

投資有価証券評価損 8 344

割増退職金 22 0

関係会社事業損失 － 169

移転費用 － 49

その他 3 110

特別損失合計 79 702

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△700 254

法人税等 526 355

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,226 △101

少数株主利益又は少数株主損失（△） △141 63

四半期純損失（△） △1,085 △164



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,226 △101

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △88 186

繰延ヘッジ損益 9 4

土地再評価差額金 55 －

為替換算調整勘定 △462 223

その他の包括利益合計 △485 415

四半期包括利益 △1,712 313

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,444 163

少数株主に係る四半期包括利益 △268 150



 該当事項はありません。 

  

 当社は、当第３四半期連結累計期間において、平成24年７月12日付け取締役会決議に基づき、自己株式を

4,617,000株、420百万円取得いたしました。 

 なお、当第３四半期連結会計期間末における自己株式は、8,496,139株、1,115百万円となっております。 

  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品仕入（㈱大泉製作

所製品）及び不動産・保険代理業に係る事業であります。 

   ２．セグメント利益の調整額△730百万円には、セグメント間取引消去67百万円、のれんの償却費△8百

万円及び各報告セグメントに配分していない全社費用△789百万円が含まれております。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品仕入（㈱大泉製作

所製品）及び不動産・保険代理業に係る事業であります。 

   ２．セグメント利益の調整額△740百万円には、セグメント間取引消去60百万円、のれんの償却費△5百

万円及び各報告セグメントに配分していない全社費用△795百万円が含まれております。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

  

 当社は平成25年２月８日開催の取締役会において、当社連結子会社である北電マレーシア株式会社の発行済株式

の30％に当たる37,500千株を平成25年２月28日に追加取得し、完全子会社化することを決議いたしました。本株式

取得により、当年度通期連結業績におきまして、特別利益（負ののれん発生益）を約260百万円計上する見込みで

あります。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注３） 
電子部品 

金型・ 

機械設備 
計 

売上高    

外部顧客への売上高  25,553  779  26,332  2,910  29,243  ―  29,243

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 ―  212  212  119  332  △332  ―

計  25,553  992  26,545  3,030  29,575  △332  29,243

セグメント利益又は損失

（△） 
 389  △5  383  28  412  △730  △318

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注３） 
電子部品 

金型・ 

機械設備 
計 

売上高    

外部顧客への売上高  28,044  727  28,771  3,171  31,942  ―  31,942

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 ―  82  82  105  187  △187  ―

計  28,044  809  28,853  3,276  32,130  △187  31,942

セグメント利益又は損失

（△） 
 846  △8  838  94  932  △740  192

（６）重要な後発事象
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